
                          

令
和
令
和
令
和
５５５
年
度
事
業
計
画

年
度
事
業
計
画

年
度
事
業
計
画   

   ○
研
修
活
動 

 

・
階
層
別
研
修
の
開
催 

 

・
専
門
研
修
の
開
催 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
者
養
成 

研
修
の
開
催 

 

・
支
部
連
携
研
修
の
試
行
実
施 

 
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
実
施 

 
・
第
５９
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
郡
市
区
町
村
社
協
職
員 

 
 

合
同
研
究
協
議
会
へ
の
参
加 

○
広
報
活
動 

  

・「
職
連
協
に
ゅ
～
す
」
の
発
行 

 

・
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
職
連
協
Ｈ
Ｐ
活
用 

 
  

  
  

  
  

  
 
  

  
 

・
茨
城
県
内
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
概
要
及
び
職
員
設 

 

置
状
況
調
査
」
の
作
成 

 

・
茨
城
県
内
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
名
簿
の
作
成 

 
 ○

支
部
活
動
活
性
化
事
業 

 

・
支
部
活
動
助
成
事
業
の
実
施 

・
支
部
長
と
の
連
携 

 

・
支
部
運
営
委
員
へ
の
支
援 

 

・
支
部
連
携
研
修
実
施
の
支
援 

 

・
支
部
事
業
に
よ
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ラ
イ
セ
ン
ス
利
用
支
援 

 
 ○

福
利
厚
生
・
互
助
事
業 

 

・
退
職
記
念
品
等
の
贈
呈 

 

○
他
団
体
と
の
連
携 

 

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
職
員
の
会
連
絡
会 
 

・
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会 

 

・
茨
城
県
民
間
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
互
助
会 

 
 

 
 

・
茨
城
県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
会 

 

○
会
務 

 

・
理
事
会 

（
年
３
回
） 

 

・
代
議
員
会
（
年
２
回
） 

 

・
監
事
会 

（
年
１
回
） 

 

・
組
織
・
財
務
検
討
委
員
会
（
年
４
回
） 

 

・
関
ブ
ロ
合
同
研
実
行
委
員
会
設
置 

 

社
協
職
員
新
任
・
初
級
研
修 

社
協
職
員
と
し
て
の
心
構
え
、
組
織
の
理
解
、

業
務
に
対
す
る
知
識
、
基
本
姿
勢
の
習
得
、
新

任
・
初
級
職
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 ◆
と
き 

７
月
１３
日(

木)

～
１４
日(

金)  

◆
と
こ
ろ 

み
ま
つ
ホ
テ
ル 

◆
対
象
者 

採
用
後
５
年
以
下
の
職
員 

◆
内
容 

 

『
挨
拶
・
導
入
』 

(

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
部 

中
村
英
一
部
長) 

『
社
協
の
基
本
理
解
』 

(

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
部 

平
間
麻
里
子
係
長) 

『 

社
協
の
こ
れ
か
ら 

』 

(

神
栖
市
社
会
福
祉
協
議
会 

橘
田
勝
事
務
局
長) 

『
社
会
転
換
は
新
し
い
暮
ら
し
を
創
る
～
社
会

福
祉
協
議
会
は
新
し
い
つ
な
が
り
を
創
る
～
』 

(
茨
城
県
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
研
究
会 

長
谷
川
幸
介
会
長) 

『
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
』 

(

有
限
会
社
オ
フ
ィ
ス
マ
ル
チ
ェ
ロ 

田
中
路
子
氏) 

『
先
輩
の
体
験
談
を
聞
い
て
み
よ
う
』 

  
(

茨
城
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
連
絡
協
議
会
理
事
４
名) 

『
社
協
マ
ン
と
し
て
、
自
分
自
身
の
夢
を 

考
え
て
み
よ
う 

(

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク)

』 

研
修
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と 

 

こ
の
た
び
、「
先
輩
の
体
験
談
を
聞
い
て
み
よ
う
」

の
担
当
と
し
て
新
任
・
初
級
職
員
の
方
々
に
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
目
は
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
い
て
お
り
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
は
、「
あ
の
人
が
い
る
か
ら
社
協
へ
行

こ
う
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
頼
り
に
な
る
職
員
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」、「
地
域
を
救
う
ヒ
ー
ロ
ー
で

あ
り
た
い
」
な
ど
熱
い
想
い
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
情
熱
を
今
後
も
持
ち
続
け
、
社
協

マ
ン
と
し
て
地
域
福
祉
活
動
の
中
核
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。 

 
 

(

潮
来
市
社
協 

方
波
見)  
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